
自然再生地における
令和3年度の活動報告

第33回 霞ヶ浦⽥村・沖宿・⼾崎地区自然再生協議会

令和4年3月10日

資料−３



1. ミズヒマワリ等特定外来生物の除去活動
（１）目的

在来植物の生育環境の維持を目的として、特定外来生物の除去活動と清
掃活動を実施

（２）実施状況
・R1年6月29日（春） 延べ30名参加（H・I区間）
・R2年11月13日、14日（秋） 延べ54名参加（H・I区間）
・R3年11月26日、27日（秋） 延べ63名参加 （B・H・I区間）
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ミズヒマワリ オオフサモ ナガエツルノゲイトウ オオバナミズキンバイ

R3年度 特定外来生物除去活動実施状況



（３）効果
・ヨシやヒメガマが繁茂している陸域では、除去活動後にミズヒマワリの

減少傾向が確認された

図 H区間のミズヒマワリの分布状況（左︓R2.10月、右︓R3.9月）

R2除去範囲

・R2年11月
清掃活動実施

ミズヒマワリが減少
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■多様な植物の生育地を保全するため、Ｂ区間で⽕⼊れを⾏う予定であったが、
コロナまん延防⽌措置期間のため、草刈りに変更。
（R4年1月27日、28日 B区間 水際部約2,000㎡）

2. Ｂ区間での⽕⼊れ（⇒草刈りに変更）

草刈り実施範囲

草刈り実施前

草刈り実施後

■草刈り後、釣り⼈の利⽤や水⿃の休息等が⾒られた。

⇒ 多様な植物の生育が期待されるため、次年度モニタリングで確認する。
ケキツネノボタン
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（1）目的
抽水植物を中心とした多様な湖岸植物の生育をさらに促すため、水際部の

盤下げと掘削⼟砂の撒きだしを⾏い、新たに遠浅形状のエコトーンを形成
（2）実施状況

・R2年1月から2月に掘削を実施し、R4年1月（掘削後2年目）の状況を把握

3. B区間での水際部盤下げ

B区間水際部の経年地盤⾼

A

掘削範囲

盤下げと撒きだしにより
長い緩傾斜面を新たに形成

掘削 土砂を撒きだし

掘削後2年目︓R4年1月28日撮影

掘削前︓R1年9月11日撮影

A’

A’A

掘削前：R1冬

掘削後1年目：R2秋

掘削後2年目：R3秋

1.1m

1.3m

４



（3）効果
・新たに整備した緩傾斜⾯にヨシ群落等が形成
・カンエンガヤツリやタコノアシなどの希少な

湿生植物が生育

⇒ 面的,横断的な地形変化と水位や波浪等の関連性も含め、モニタリング予定

その他

開放水面

ウキヤガラ－マコモ群集

ヨシ群落

セイタカアワダチソウ群落

オオイヌタデ－オオクサキビ群落 R3.11：整備後2年

R2.11：整備後1年

R1.11：整備前

B区間島部経年植生図
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B区間 整備箇所の植生面積の変化

掘削後1年目で、ヨシ群落
等が水際に広範囲に形成

盤下げ・土砂撒きだし タコノアシ

ヨシ群落が形成

掘削後2年目も、ヨシ群落
が維持・形成
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4.1 各委員の活動報告（霞ケ浦環境科学センター）
 

 

月/日 
A・B・E・F・G・H・I・K・L 区観察概況 

 (ⅠB･Ⅱ:絶滅危惧ⅠB 類･同Ⅱ類,準:準絶滅危惧種,特外:特定外来種,

生被防重:生態系被害防止重点外来種) 

R3 

3/10 

法面でつくし(スギナの胞子茎)が出てヤハズエンドウとスズメノエンド

ウが開花した。低地でノウルシ(県準)が芽を伸ばしクサヨシが葉を広げ
た。タチヤナギが開花、オノエヤナギやイヌコリヤナギが満開、カワヤナ

ギには若い実もできていた。B 区引き堤の裏法で群生するセイヨウアブラ

ナや川尻川沿いのヤブツバキとフラサバソウも満開だった。 

 

4/15 

 マルバヤナギやノウルシ(国県準)の葉や花序の黄色が湖岸を彩り、法

面でオドリコソウ、トウダイグサ、ノヂシャ、スイバ、マツバウンラン、

アサマスゲ(国準県ⅠB)が満開だった。低地に群生するオニナルコスゲ、
カサスゲ、ヌマアゼスゲ(国Ⅱ県ⅠＢ)も花穂を付けた。水辺でカワヤナ

ギやタチヤナギは早々と柳絮を飛ばしていた。 

 

5/13 

 

 満開のノイバラやスイカズラが薫る湖岸でヤナギトラノオ(県Ⅱ)が外
来種のキショウブやツルマンネングサと共に黄色い花を付けた。ジョウ

ロウスゲ(国Ⅱ県準)、ミコシガヤ、アゼナルコが特徴ある花穂を出した。

Ａ区の自然堤水際で花を付けたオオカワヂシャ(特外)が出現し、Ｈ・Ｌ
区にも侵入した北米原産イタチハギが増殖して開花した。 

 

6/10 

 梅雨入り前の湖岸でヨシやオギが一気に伸長し、改修２年目のＢ区低
地でミコシガヤやカズノコグサと共にジョウロウスゲ(国Ⅱ県準)が多数

出現した。Ｄ区法面で群生するイヌドクサが胞子嚢穂を付け、ＥＧ区で

群生するハンゲショウは蕾を付け葉の白化が始まった。Ｌ区堤脚水路で
伸長したオオフサモ(特外)の葉腋に白い雌花が付いた。 

 

7/14 

 梅雨明け間近で白いハスの花が清々しい。弁天周囲でクズ、メマツヨ

イグサがＢ区でタコノアシ(国県準)やハッカが開花した。観察地でミズ

ヒマワリ(特外)の生育地が拡大した。Ｈ区でノアズキ(県準)、エゾミソ
ハギ、オオバナミズキンバイ(特外)が、Ｋ区堤内でオグルマ、ヤブカンゾ

ウ、川尻川沿いでタンキリマメ(県Ⅱ)、ヤブマオが開花した。 
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4.1 各委員の活動報告（霞ケ浦環境科学センター）
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4.1 各委員の活動報告（霞ケ浦環境科学センター）
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4.2 各委員の活動報告（有吉委員）

９



4.3 各委員の活動報告（NPO法⼈ 水辺基盤協会）

第94回 防塵挺身隊
日 時︓令和3年11月27日(土) 9:00〜11:30
場 所︓自然再生Ａ区間（⻄浦中岸5.25k〜6.5k）
参 加︓26名
成 果︓可燃ゴミ68袋、ビン3袋、缶12袋、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ15袋、冷蔵庫1台、

ﾀｲﾔ8本他多数

作業状況
成 果

分別状況 集合写真

https://www.npo-mizube.jp/

10
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学 名:  ルドウィギア・
グランディフロラ

科 名:  アカバナ科
原産地:  南アメリカ

北アメリカ南部
特 徴: 湖沼、ため池などに生育

5〜10月に開花
花弁は鮮やかな⻩⾊
特定外来生物(平成26年)
緊急対策外来種(平成27年)

オオバナミズキンバイの除去活動について
❐オオバナミズキンバイとは ❐琵琶湖の状況

琵琶湖では2009年に発⾒され急拡⼤。
⾈溜や航路で繁殖することで船舶の航⾏障害
発⾒直後、外来植物の専⾨家が滋賀県に対し、「早急

に対策を」という意⾒書を提出するも⾏動に移されず、
２年ほど経過して手がつけられなくなってから、知事
が率先して駆除活動を始めることに。

2017年の除去費⽤3億円超

❐各箇所の状況写真
琵琶湖（船舶航行障害）琵琶湖

印旛沼（ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ） 手賀沼・第2機場前
（ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳにｵｵﾊﾞﾅﾐｽﾞｷﾝﾊﾞｲが混成）

手賀沼全体約10ha

4.4 各委員の活動報告（その他）
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❐除去作業実績

平成29年

1

初確認

河川区域
内で枯死、
焼却処分

❐確認箇所
茨城県土浦市⽥村町地先

平成28年 平成30年 令和3年令和２年令和元年

10月１日
2回目

8月28日
1回目

７月９日
3回目 ４,５,６回目

７月15日(7回目)
12月6日(８回目)

 Ｈ２８河川水辺の国勢調査でオオバナミズ キンバイ群落を⻄浦中岸5km付近（出島排水樋⾨）で確認 ⇒ ①
 拡⼤後の対応では除去コスト、生態系への影響も⼤きくなるため、早急な対応が必要

【他の外来種より増加率が⾼く波浪に強い、琵琶湖より生育条件が良く2〜3年で⻄浦右岸全域に拡⼤する恐れ】
 除去作業を学識者や地元関係機関等と連携して実施 ⇒ Ｒ１に自然再生事業H区間でも新たに確認 ⇒ ②

❐霞ヶ浦では

図-1︓H28霞ヶ浦水辺現地調査（河川環境基図作成）業務
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特定外来生物群落推移（H23-H28）
オオフサモ ナガエツルノゲイトウ

ミズヒマワリ オオバナミズキンバイ
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※令和2年の6回目以降は②箇所も追加

❐経年変化
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１．日時 : 令和３年７月１５日(木)
9:30〜12:00

２．参加者 : 計１９名
・県生物多様性センター（2名）
・茨城県自然博物館（4名）
・地元ボランティア（4名）
・霞河川（6名）
【アドバイザー】
・農研機構（1名）嶺⽥⽒
・琵琶湖博物館（1名）中井⽒
・千葉中央博物館（1名）林⽒
３．作業箇所
・自然再生H区間（50×20ｍ範囲）
・出島排水樋⾨（水路脇4株）
・⽥村〜川尻川河⼝（ボート調査）

⇒ミズヒマワリ⼤群落、オオフサモ、
ナガエツルノゲイトウ

❐Ｒ3年度の除去活動
４．作業状況

【除去量】
45リットル
ゴミ袋で15袋

１．日時 : 令和３年12月６日(月)
9:30〜12:30

２．参加者 : 計１７名
３．作業箇所
・自然再生H区間（８袋）
・出島排水樋⾨（10袋）
・桜川河⼝⼟浦出張所前（０袋）

４．作業状況

⇒次年度も状況を注視し、皆様と連携して除去活動に取り組みます 13



令和4年度の活動スケジュール（案）
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１．環境モニタリングの継続（植生、地形変化等）
・これまでの整備効果の評価やとりまとめ、外来種対策の検討等

２．環境管理活動の継続
・草刈り、外来種除去、清掃活動、火入れ等

３．広報関係
・広報動画、パンフ等まとめ、情報や魅力を発信

４．環境学習等の利活用
・各観察会や水辺ふれあい事業等

■これまでの活動を継続しつつ、今後の維持管理や協議会運営に
ついても引き続き検討していく。

■併せて、霞ヶ浦における今後の水環境保全や再生に向けたビジョン
についての検討も進めていきたい。
・課題等（湖岸植生帯減少、魚類等の減少、水質改善、河川利用）
・目標設定、場所、範囲等々 ・流域治水、グリーンインフラ


